
 

 

 

第４６回札幌市私保連保育研究大会 
開 催 要 綱 

（訂正版 R4.8.2４） 
 

開催日  令和４年９月３０日（金）・１０月１日（土）  

会 場  １日目 ロイトン札幌 ロイトンホール 

     ２日目 ロイトン札幌 各会場 

主 催  札幌市私立保育連盟 

後 援  札幌市・札幌市社会福祉協議会 

 

 

 

「子ども・保護者が安心できる保育とは…」 

＝大切な時間を過ごす乳幼児期の保育の質を考えよう＝ 

大会趣旨 

「コロナ禍」の生活も長期間となり、さまざまな感染症

対策をし、子どもたちの生活環境が変わってきています。

この中で、一人ひとりの子どもが生き生きと、自分を発

揮できる為には、私たち保育者が、生活・あそび・環境を

整えていくことが大切です。 

子ども・保護者が安心できる“園”づくりを共に考えて

いきましょう。 



 

 

 

 ９月３０日（金） ロイトン札幌 ロイトンホール    定員８００名 

１７：１５ 

１７：４５ 

 

開場・受付開始 

１８：００ 

１８：３０ 

 

開会  

全体会 

会長挨拶・来賓挨拶 

基調報告 

記念講演（９０分） 

２０：４０ 閉会 

 

 10 月１日（土） ロイトン札幌 各会場 

０９：００ 開場・受付開始 

０９：３０ 分科会 （午前） 

１２：００ 昼食休憩 

１３：００ 分科会 （午後） 

１５：３０ 閉会 

 

 ロイトン札幌 （札幌市中央区北１条西１１丁目） 

※ 駐車場の優待はございません。（ロイトン駐車場料金 200 円／30 分） 

また、駐車場出口が混み合う場合がございます。ご来場方法は各自のご判

断でお願いいたします。 

 

ロイトン札幌へのアクセス 

https://www.daiwaresort.jp/royton/access/index.html 

 

 

大会日程 

会 場 

https://www.daiwaresort.jp/royton/access/index.html


 

 

 

 

「保育の質が子どもの育ちと家庭を支える 

  ～子ども施策が重視される時代へ～」 
 

講 師    普 光 院 亜 紀 氏 

 保育園を考える親の会顧問（アドバイザー） 

 

 

 

保育園を考える親の会顧問（アドバイザー） 

今年３月まで保育園を考える親の会代表。現在も、会としての

調査活動、保護者・自治体・施設の相談対応などに従事してい

る。また、保育・子育て支援・児童福祉をテーマに原稿執筆、

研修講師、大学講師（児童福祉・子育て支援）なども行う。 

著書に、『保育園は誰のもの』（岩波書店）、『保育の質を考える』

（共著、明石書店）、『後悔しない保育園・こども園の選び方』

（ひとなる書房）ほか多数。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日目 記念講演   ９月３０日（金）ロイトンホール 定員８００名 

プロフィール 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日目 分科会            １０月１日（土）ロイトン札幌 

第２分科会 子どもの発達援助 

「見て、作って、影絵の魅力を子どもたちに伝えよう」 

民話わらしべ長者と四季という２つの題材のどちらかを選んでもらいます。わ

らしべ長者では、登場人物と背景、小物を作ってもらい、物語にあわせて、動か

してもらおうと思っています。四季では、春、夏、秋、冬のわらべ唄に合わせて、

遊ぶ子どもたちの人形と連想する場面をつくってもらい、唄に合わせて動かして

もらおうと思っています。動きが制約される影絵人形をあやつる楽しさと影とい

う不思議な世界で遊んでもらえばと思っています。 

講 師 亀田厚彦 氏 （新芸能集団「乱拍子」） 

司 会 梅本哲子（屯田桃の花）  

受 付 猪野純子（元町） ・ 酒井英三子（北野しらかば） 

記 録 斉藤由紀（花山） ・ 岩崎智花（屯田桃の花） 

運営責任者 山下優美（花山） 

 

会 場 １階「キャッスル」  定員６３名 

参加者の持ち物       

□ハサミ □カッター □カッター台（カッティングマット） 

□鉛筆  □消しゴム 

 

第１分科会 保育理念 「子どもの人権と保育」 

子どもの人権を保障した保育を行うことは、子どもの育ちに欠かせません。保

育を行う中で、どのような事柄に配慮することが子どもの人権を保障したかかわ

りとなるのか、子どもの人権に配慮した保育実践について考えていきます。 

講 師 寳
ほう

川
かわ

雅子 氏 （鎌倉女子大学短期大学部 准教授） 

司 会 中山暢恵（札幌市二十四軒南）  

受 付 永田園子（吉田学園くりの木）・岡崎雅代（札幌第１福ちゃん） 

記 録 一戸友子（南郷）・本間麻衣子（札幌市二十四軒南） 

運営責任者 片桐初美（南郷） 

 

会 場 ２階 「ハイネスホール」 定員 ８０名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３分科会 保護者支援 

「ちょっと気になる子どもの保護者へのアプローチ」 

特別なニーズを持っている子どもの保育は、見通しを持ちづらく、手ごたえも

感じにくいかもしれません。保育者には、そうした状況への耐性が求められます

が、保護者支援も同様です。保育者自身が、その保護者をどのように見ているの

か内省するとともに、安心できる仲間たちと対話し、見えている情景から「異視

点」を見出すことが、新たな保護者理解や支援の手立てにつながるのではないで

しょうか。事例や今向き合っている困難について本音で対話し、保護者一人ひと

りに応じた寄り添い方について考えていきましょう。 

講 師 岡部祐子 氏 （松山東雲女子大学 准教授） 

司 会 吉田幸子（しらゆき夢）  

受 付 大谷在我（手稲やまなみ） 

記 録 鈴木杏美（白石うさこ） ・ 三輪真記子（白石うさこ） 

運営責任者 中里泰子（大谷オアシス） 

 

会 場 ３階「ロイトンホール A」  定員１４０名 

 

 

２日目 分科会            １０月１日（土）ロイトン札幌 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

第４分科会 保健・安全 「まなざしで保育が変わる」 

コロナ禍の保育を「いつもと同じことができないから保育がしづらい」と感じ

るか、「これまでの保育のあり方を見直すきっかけになった」と前向きに対応し

たか、受け止め方で大きく違いが出てきます。 

今こそ、保育者の専門性の高いあたたかな『まなざし』が必要なのではないで

しょうか。表面的な『見る』から『観る（目に見えないものを見出す、子どもの

核心をとらえる）』へ。 

子どもたちの伸びやかな心と体の育ちを保障し、保護者と共に育ち合う共感的

関係性を育むことができる、「あたたかい まなざし」の大切さを共に学び合い

ましょう。 

講 師 井桁容子 氏 （非営利団体コドモノミカタ 代表理事） 

司 会 今野路子（ひかりのこ さっぽろ）  

受 付 中瀬由美（まごころ） ・ 高見貴弘（篠路高洋） 

記 録 小森琴音（札幌わんぱく館） ・ 神下美香（まごころ） 

運営責任者 稲船加寿子（遊・Wing） 

 

会 場 ３階「ロイトンホール BC」   定員１４０名 

 

第５分科会 運営管理  

「保育の質を高めるリーダーのマネジメント」 

１、２歳児の約４割の子どもが保育所等を利用する時代を迎え、保育所の社会

的な役割はますます大きくなっています。一方、園により入園希望者や就職希

望者の数に格差が生じています。本分科会では、保育と保護者支援の質を高め、

保護者や実習生に選ばれる園になるためにリーダーにできることを考えます。 

講 師 高山静子 氏 （東洋大学 教授） 

司 会 吉岡健太郎（富丘バオバブ）  

受 付 佐々木美智子（札幌愛隣舘第二） 

記 録 杉山 真（富丘バオバブ） 

運営責任者 平吹亜美（宮の沢桃の花） 

 

会 場 ３階「ロイトンホール D」   定員１４０名 

 

２日目 分科会            １０月１日（土）ロイトン札幌 



 

 

 

 

1. 参加対象 札幌市内の保育施設の職員等 

 

2. 参加費  全体会 無料 

     分科会 当連盟会員：無料    

非加盟園・一般：3,000 円（税込）／１名 

 

3. 申込みについて 

別紙の申込書に必要事項を記入して下さい。参加希望の該当欄に〇を記入

して下さい。メールまたは FAX にて私保連事務局宛てお申込みください。

先着順にて受付いたします。 

当日は別紙の参加証（問診票）に必要事項をご記入の上受付に提出してく

ださい。会場の座席は自由としますが、座席確認票への氏名等の記入にて座

席位置を把握させていただきます。また保健所等から要請があった場合、参

加者名簿を提出いたしますのでご了承願います。 

 

申込締切日 令和４年９月９日（金） 

 

4. ２日目分科会のお弁当について 

分科会では昼食時間がございます。昼食は各自でご持参いただくか昼食弁

当をご購入いただくことも可能です。 

昼食弁当を購入希望の方はあらかじめお申込みください。申込締切後に昼

食弁当代の振込先についてご案内いたします。 

研究大会までにお弁当券を送付いたしますので当日会場でお引き替えく

ださい。昼食弁当購入の場合、ゴミは会場で回収いたします。 

 

昼食弁当（パックお茶付き） 

１,６５０円（税込） 

 

←弁当見本画像 

※中身は変更になる場合がございます。 

 

 

なお、昼食をお持ち込みの場合は、昼食のゴミは各自でお持ち帰りください。 

 

お申込みについて 



 

 

 

⚫ 必ずマスクを着用してきてください。マスクを着用していない方は入場をお

断りします。 

⚫ ご来場前に問診票にご記入いただき受付でご提出をお願いします。当日の検

温で３７．５度以上の方や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。 

⚫ 咳などの症状がある場合はお声がけして退出していただく場合もございま

す。 

⚫ 大会後、新型コロナウイルス感染症への感染が判明した場合、また研究大会

期間中において濃厚接触者であったことが判明した場合には、速やかに私保

連事務局へ連絡してください。 

⚫ 分科会の昼食は会場内のご自身の席で黙食をお願いします。 

 

 当連盟は「認定こども園に係る処遇改善等加算Ⅱに係る研修実施主体」とし

て研究大会１日目は記念講演（1 時間３０分）修了者に、2 日目は分科会（5

時間）修了者に研修修了証を交付いたします。遅刻や早退をされた場合には交

付できない場合もございますのでご了承ください。 

 

 

 大会開催日が国の緊急事態宣言の期間内になる場合は本大会（対面形式）を

中止いたします。 

 

  

本大会ではオンライン配信は実施いたしません。対面形式のみとなります。 

 

 

 

事務局 ℡ ０１１－６１４－２３２３ 

当日緊急連絡先 ０８０-５１４２-８４６６ 

お問い合わせ 

研修修了証について 

その他・連絡事項 

研究大会の感染症対策について 

研究大会の開催判断について 


